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🏁 教育方針 
本校には、「健全」・「努力」・「親和」と

いう校訓があります。また、校歌の中にも

「はげむ子よ、元気な集い平野西校」・

「はげむ子よ、仲よい集い平野西校」・

「はげむ子よ、よい子の集い平野西校」

と歌われています。この校訓、校歌に描

かれた子どもの像を理想として、教育を

進めていきます。 

🏁 教育目標 
豊かな心をもち、生きる力を身につけた子どもの育成 

🏁 重点目標 
･ 子どもたちが生き生きとしている学校づくりを推進する。 
･ 一人ひとりの子どもに応じた基礎的、基本的学習内容の定着に取り組む。 
･ 基本的生活習慣を身につけ、児童の自主的な活動を通して、集団としての
自覚と、人間尊重を基礎とした行動ができるようにする。 

･ 健康生活の基本的な習慣を身につけさせる。 
･ 進んで課題を解決する子どもを育てる指導法を研究する。 

運営に関する計画 

【概要】 
○ 子どもが安心して学校生活を送り、落ち着いて学習できる環境を維持し、保護者・地域に信頼される学校をつくる。 

○ 確かな学力の定着を図る。そして、けがを減らすとともに、基礎体力の向上を図る。 

○ ルールに基づいた組織的な生活指導により、道徳心や社会性の育成を図るとともに、互いに認め合い支え合う仲間づくりをめざす。 

○ 学習ルールの徹底や読書指導に重点を置くとともに、ＩＣＴの効果的な活用と主体的、対話的で深い学びを目指した研究活動を通し、研修を

深め、学力の向上を図る。 

○ 明るく整った環境を維持し、健康・体力の保持増進をめざす。 

 

【年度目標】 

【安全・安心な教育の実現】 

・ 小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「思う」と回答する児童

の割合を８２％以上にする。 

・ 年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を前年度より減少させる。 

・ 小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９１％以上にする。 

・ 小学校学力経年調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９３％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・ 小学校学力経年調査における、算数の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より１ポイン

ト（0.01）向上させる。 

・ 小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する

児童の割合を６９％以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

・ 授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等

ICT活用が適さない日数を除く〕 

 

大阪市立平野西小学校は、昭和１３年平野第二尋常小学校として開校した伝統のある小学校です。学校の正門を入ったと

ころに校訓が書かれた碑が建っています。その碑には、「健全」「努力」「親和」と刻まれています。これは、お互いが健康であ

り、努力を惜しむことなく勉学に励み、仲よく学校生活を過ごしてほしいという願いで当時製作されたと思います。 

 この校訓は校歌の中にも歌われています。 

 「はげむ子よ、元気な集い平野西校」「はげむ子よ、仲よい集い平野西校」｢はげむ子よ、よい子の集い平野西校｣ 

今も昔も私たちが望む子どもの姿にかわりはありません。 

現在、本校が掲げている学校教育目標は、『豊かな心をもち、生きる力を身につけた子どもの育成』です。校訓、校歌に刻まれた本校にかかわっ

てきたみなさまの思いとともに教職員一同前進してまいります。 

今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。                                                      校長 中元 浩二                                   
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R６年度「全国学力・学習状況調査」 

国語 算数  

55 49 平均正答率（％） 

 

●結果と概要／ 
･ 国語の平均正答率は、大阪市平均より１１％、全
国平均より１２.７％下回っている。 

･ 算数の平均正答率は、大阪市平均より１３％、全
国平均より１４.４％下回っている。 

･ 平均無解答率は、国語が大阪市平均より０.３％
高かったが、全国平均より０.６％低かった。算数
は、大阪市平均より１.６％、全国平均より１.４％
高かった。この結果からも、特に算数で無解答率
が高く、課題があることが分かった。 

･ 学校生活については、「先生は、あなたのよいとこ
ろを認めてくれていると思う」に対する肯定的回
答が9２.２%と高く、大阪市・全国ともに上回って
いる。また、「困りごとや不安がある時に、先生や
学校にいる大人にいつでも相談できますか」に
対する肯定的回答は７４ .４%で、大阪市を３．
７％、全国を７．３％上回っている。これらの結果か
ら、教職員の関わりが児童らに肯定的に捉えら
れていると考えられる。しかし、「いじめは、どんな
理由があってもいけないことだと思う」に対する
最も肯定的な回答が8割に届かない結果であっ
たことは、依然課題として残っている。 

●取組の成果と課題／ 
［国語］ 漢字の書き取りの問題では、大阪市・全国ともに６ポイント上回る結

果だった。これは、漢字学習において、ドリルの学習に加え、熟語集めや
短文作りをする学習によって、単に漢字を「覚える」のではなく、「使え
る」ようにするための取組みを重ねてきたことの成果と考える。一方、課
題として挙げられるのは、問題文の読み違いや読み落としが要因と考
えられる誤答の多さである。特に、解答形式が「選択式」の問題にその
傾向が見受けられる。誤答となる選択肢の文言は、「児童の固定観念」
に添ったものが多い。つまり、「子どもならこう考えるだろう」という「ひっ
かけ」を誘う内容である。本文や設問文を十分に正確に読めていない
と、そこにひっかかりやすくなり、誤答につながっていると推測される。 

［算数］ 「直方体の見取り図」についての問題では、大阪市・全国の正答率
をわずかに上回る結果だった。また、「２つの数量の関係に着目し、そ
れらの関係を用いて」答えを導きだす問題において、大阪市・全国と
の正答率の差は比較的小さかった。これらは、普段の授業において、
図形や立式について、図をかいて視覚的に情報を整理し、考える活動
を取り入れている成果であると考える。一方で、課題として、「わる数
が小数である場合のわり算」において、わる数と商の大きさの関係や
計算方法がまだ十分身についていないことが分かった。改めて児童の
基礎・基本の定着度を見直し、指導に生かす必要があると考える。 

［質問紙調査］本校では、毎学期に１回「いじめといのちについて考える日」を
設定し、全校および各学年・学級で、いじめやいのちについて考える学
習活動を実施している。こうした、人権意識を高める組織的な取り組み
を継続していくことで児童の人権意識を高めていきたい。 

R６年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」 

 

握力 

（kg） 

上体起こし

（回） 

長座体前屈

（cm） 

反復横とび

（回） 

２０ｍシャト

ルラン（回） 

５０ｍ走 

（秒） 

立ち幅とび

（㎝） 

ボール投げ

（ｍ） 

合計 

得点（点） 

男子 13.98 18.81 40.00 42.30 52.69 9.69 140.94 16.72 51.84 

女子 14.76 19.00 49.14 38.41 49.66 9.52 139.97 11.97 56.49 

 

●結果と概要／ 
男子の結果では、体力合計点が大阪市を０.７P上回
り、全国にあと０．５Pまで迫った。実技別では、長座体前
屈、反復横とび、20mシャトルランが、全国・大阪市ともに
上回った。女子の結果では、体力合計点が全国を約２．５
P、大阪市を約４P上回った。実技別では、上体起こし、長
座体前屈、20mシャトルランが、全国・大阪市ともに上回
る結果だった。男女ともに全国・大阪市を上回っているの
は20mシャトルランで、持久力がついてきていることがう
かがわれる。後述のような、体力を向上させるための地道
な取り組みが実を結びつつあると考える。 

●取組の成果と課題／ 
日々の学校生活において外遊びを奨励している。一昨年度から、新
たな取り組みとして運動委員会の児童らが中心となり、昼休みにフラフ
ープ大会を実施した。また、外遊びに消極的になりがちな冬季の休み
時間に、講堂でなわとび集会を実施することで、児童の運動量を確保
できるようにした。しかし、運動やスポーツに対する嗜好に二極化の傾
向が見受けられる。運動やスポーツを好まない児童もできるだけ楽しん
で参加し、取り組めるような働きかけを児童らとともに考えて企画し、運
営していきたい。児童の運動能力に大きな偏りが生じないように工夫
し、今までの取り組みを更新しながら、児童の体力、運動能力のさらな
る向上に努めていく必要がある。 

学校の特色 

地域と合同で行う防災訓練 

地域や保護者、区役所・消防署と連携し、防災
訓練を行っています。今年度も、パネルや物資展
示、消防車の見学、防災グッズ作り、煙中、水消火
器、負傷者搬送、心肺蘇生法等、学年に応じた
様々な体験活動を実施した後、保護者の方々へ
の引き渡し訓練を行いました。 

楽しいクラブ活動 
原則、毎月第２木曜日の６時間目、４年生以上

の子どもたちが参加してクラブ活動を行っていま
す。クラブ活動は全員必修で、１３のクラブ活動に
分かれ、子どもたちが自主的に計画を立て、楽し
みながら異学年の交流を行っています。 

１年間を通した児童会活動 

１～６年の児童が学年をこえて、たてわり班を編成し、様々な交流をしています。コロナ禍のために活動
の形態を変えて実施していましたが、コロナ以前の活動を取り戻しています。たとえば、毎週木曜日の児童
集会は、校内放送でのみの実施から、運動場や講堂でのたてわり班活動を取り入れています。また、「１年
生を迎える会」や「卒業生を送る会」は、オンライン中継から対面形式に、「平西フェスティバル」は、ペア
学年の交流から各学級でお店を開き、たてわり班でお店巡りをする形態に戻し、いずれも全校で実施する
形となりました。 
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